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 今年も我々高齢者の大敵、熱中症の季節

が到来しています。若い頃とは違い身体か

ら発する水分不足の信号が遅いそうです。

早めに・こまめに・水分と適度な塩分を摂

って、熱中症予防に努めて下さい。 

 

 総会で皆様にお願いした｢新会員の募集」

を何卒よろしくお願い致します。会員数の

クラブは急な右肩下がりの減少傾向です、

お一人お一人がお声を掛けて頂き、会員増

強にご協力を重ねてお願い致します。 

                会長 

 

 

   若 生 会 だ よ り 
 

 

           №90 号 
 

         平成 27 年 8 月 1 日 

 
 

       海蔵地区連合若生会 

第
五
十
七
回 

 
 
 

定
期
総
会 

 

第
57
回
定
期
総
会
開
催 

 

若
葉
の
鮮
や
か
な
季
節
の
中
、
５
月

１７
日(

日)

午
前

１０
時
よ
り
海
蔵
小
学
校
体
育
館
に
於
い
て

第

57
回
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 

会
員
四
百
二
十
四
名
中
、
出
席
百
三
十
名
・
委

任
状
出
席
二
百
八
十
二
名
で
、
吉
原
副
会
長
の

「
開
会
の
言
葉
」
か
ら
始
ま
り｢

国
旗
に
敬
礼
」

｢

国
歌
の
斉
唱
」｢

物
故
者
に
対
す
る
黙
祷
」
を
行

い
、
豊
田
会
長
の
あ
い
さ
つ
・
ご
来
賓
の
方
々
か

ら
は
ご
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

水
谷
連
合
自
治
会
長
よ
り
海
蔵
地
区
内
の
高

齢
者
に
関
す
る
情
報
等
の
お
話
を
聴
き
、
笹
岡
市

議
会
議
員
か
ら
は
、
市
の
高
齢
者
に
関
す
る
情
報

の
お
話
を
頂
き
ま
し
た
。
又 

他
の
ご
来
賓
の
方

か
ら
も
ご
挨
拶
を
頂
戴
し
、
八
名
の
来
賓
の
方
々

の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

来
賓
の
方
が
退
場
さ
れ
た
後
、
議
事
の
審
議
に

入
り
、
各
項
目
、
無
事
承
認
さ
れ
総
会
が
終
了
し

ま
し
た
。 

 

昼
食
後
、
芸
能
大
会
で
会
員
さ
ん
の
自
慢
の
歌

や
踊
り
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。 

 

カ
ラ
オ
ケ

15
名
・
詩
吟
１
名
・
舞
踊
５
組
・
銭

太
鼓
の
演
奏
１
名
と
多
種
多
様
の
芸
を
楽
し
ま

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
会
員
の
皆
様
色
々
な
趣
味
を

持
っ
て
努
力
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
事
に
頭
が
下

が
り
ま
す
。
本
人
も
楽
し
く
、
周
り
の
人
達
も
楽

し
く
さ
せ
る
良
い
事
だ
と
感
心
致
し
ま
し
た
。
頭

も
活
性
化
し
運
動
も
伴
う
事
で
、
身
心
共
に
健
康

に
な
り
ま
す
ね
。
こ
れ
か
ら
始
め
よ
う
と
思
っ
て

み
え
る
方 

早
目
に
一
念
発
起
し
て
下
さ
い
。 
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   1. 平成 27 年度連合若生会 会務計画 （付四老連関係）   

              

実施時期 実施項目    実施場所 実施時期 実施項目 実施場所 

３・4月 桜まつり奉仕 海蔵川堤防 5 月～3月 施設訪問奉仕 ＹＭＣＡ 

5 月 役員研修会 市民センター 5 月 定期総会 海蔵小学校 

6 月 ＧＧ競技会 海蔵川河川敷 4 月～3月 役員会  市民センター 

6 月 世代間交流行事 海蔵小学校       
3 月 

施設訪問  

反省会 
市民センター 

7 月 女性部奉仕作業 海蔵幼稚園 園庭 

8 月 教養講座       市民センター 年 2 回発行 編集委員会 市民センター 

9 月 友愛訪問 地区内       

9 月 社会奉仕の日 地区内 四老連関係 

10 月 ＧＧ競技会 海蔵川河川敷 5 月 通常総会 勤労会館 

10 月 教養講座       市民センター 
7 月 趣味の作品展 文化会館 

11 月 世代間交流行事 山手中学校 

12 月 雑巾の拠出 地区内 
10 月 老人福祉大会 文化会館 

2 月 世代間交流行事 海蔵小学校 

2 月 役員研修会 市民センター 11 月 大運動会 市体育館 

        

2.平成 27 年度収支予算書  3.平成 27 年度連合若生会役員名簿 

収入の部        

科  目 予算額 摘  要 役職名 氏名 備考 

繰越金 358,925  26 年度より 連合会長 豊田 好弘 野田  

会費 254,400  ＠６００×４２４名 副会長 吉原 孝夫 末永会長 

市補助金 251,600  一般＋重点配分 会 計 
堀内 きぬ子 野田 

四老助成金 66,000  社会参加育成他 編集委員 

地区助成金 80,000  連合自治会・社協 会計監査 藤岡 ひさを 東阿倉川 

寄付金 8,000  総会寸志 会計監査 伊藤 光子 西阿倉川 

雑収入 80  その他雑収入 幹 事 高橋 和子 西阿第 1会長 

合計 1,019,005    幹 事 伊藤 マリナ 西阿第２会長 

  

  

  

  

幹 事 近藤 幸子 東阿第 1会長 

   幹 事 山本 州江 東阿第２会長 

支出の部 幹 事 辻 光夫 野田会長 

科  目 予算額   摘     要 幹 事 渥美 節生 三ツ谷会長 

単ク運営費 201,600 ８クラブ（地区）分 幹 事 森 かね みゆきヶ丘会長 

負担金 84,800 ＠２００×会員数 保体部長 平野 芳輝 西阿倉川 

事業費 225,000 友愛訪問・ＧＧ大会 女性部長 

編集委員 
佐久間 照子 西阿倉川 

会議費 110,000 定期総会他   

運営費 397,605 慶弔費他 編集委員 岡本 ひさ子 野田 

合計 1,019,005   社協（花部）     渡辺 柳一 みゆきヶ丘 
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五
月
二
十
一
日
当
日
は
天
気
に
恵
ま
れ
絶
好
の 

旅
行
日
和
と
な
り
ま
し
た
。 

海
蔵
地
区
か
ら
は
十
五
名
の
参
加
者
で
、
他
地 

区
の
方
々
と
乗
り
合
わ
せ
て
四
十
一
名
の
会
員
さ 

ん
と
一
泊
二
日
の
旅
に
出
発
し
ま
し
た
。 

車
窓
よ
り
若
葉
色
の
木
々
、
駒
ヶ
岳
の
残
雪
を

眺
め
善
光
寺
御
開
帳
参
拝
へ
と
向
か
い
ま
し
た
。

七
年
に
一
度
の
盛
儀
と
あ
っ
て
、
境
内
も
参
拝
客

で
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。 

 

普
段
は
善
光
寺
御
宝
庫
に
安
置
さ
れ
て
い
る
前

立
本
尊
で
す
が
、
こ
の
期
間
は
本
堂
に
お
迎
え
し

て
参
拝
出
来
る
の
で
す
。
大
回
向
柱
が
参
道
に
建

て
ら
れ
、
阿
弥
陀
如
来
の
右
手
に
結
ば
れ
た
金
の

糸
と
繋
が
っ
て
い
て
、
参
拝
者
が
大
回
向
柱
に
触

れ
る
と
前
立
本
尊
に
直
接
触
っ
た
時
と
同
じ
功
徳

が
得
ら
れ
る
そ
う
で
す
。
私
達
も
本
堂
に
て
お
参

り
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
三
重
の
塔
で
も
「
合
祕
供

養
塔
」
前
で
物
故
者
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
、
ご

焼
香
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

善
光
寺
を
後
に
磯
部
温
泉
の
舌
切
雀
発
祥
の
宿

に
到
着
。
ロ
ビ
ー
に
は
雀
と
お
爺
さ
ん
の
置
物
が

目
に
入
り
、
幼
き
頃
に
読
ん
だ
昔
噺
が
想
い
出
さ

れ
ま
し
た
。
宴
会
で
は
挨
拶
・
乾
杯
の
後
、
カ
ラ

オ
ケ
等
楽
し
く
盛
り
上
が
り
お
開
き
と
な
り
ま
し

た
。
料
理
の
鍋
の
蓋
に
も
小
雀
の
可
愛
い
陶
板
焼

き
の
器
が
使
わ
れ
て
い
た
の
が
印
象
的
で
し
た
。 

 

翌
日
は
貫
前
神
社
参
拝
。
本
殿
に
参
拝
す
る 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

時
、
石
段
を
上
が
っ
て
行
き
ま
す
が
こ
ち
ら
で
は

山
門
を
潜
っ
た
所
で
石
段
を
下
が
っ
て
行
く
と
い

う
珍
し
い
神
社
で
し
た
。 

 

世
界
遺
産
富
岡
製
糸
工
場
で
は,

養
蚕
手
法
・
建

築
技
術
等
（
ガ
ラ
ス
が
波
打
っ
て
い
る
感
じ
）
現

在
で
は
考
え
ら
れ
な
い
特
徴
の
あ
る
技
法
で
建
て

ら
れ
て
い
ま
し
た
。 

 

今
回
の
旅
行
は
御
開
帳
・
世
界
遺
産
に
指
定
さ

れ
て
い
る
観
光
名
所
め
ぐ
り
が
出
来
た
事
に
幸
せ

を
感
じ
ま
し
た
。 

                     

   

  

爽
や
か
な
天
気
に
恵
ま
れ
５
月
28
日 

２７
年

度
第
一
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

 

会
長
の
挨
拶
後
、
準
備
体
操
を
行
い
ス
タ
ー
ト

と
な
り
ま
し
た
。
今
回
は
、
海
蔵
川
河
川
敷
で
行

わ
れ
河
川
敷
全
体
を
使
っ
て
プ
レ
ー
し
ま
し
た
。

草
の
根
っ
こ
に
ボ
ー
ル
が
当
た
っ
た
り
、
草
の
中

に
入
っ
た
り
と
思
う
よ
う
に
ボ
ー
ル
が
転
び
ま
せ

ん
。
そ
れ
で
も
八
個
の
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
が
出
ま

し
た
。
皆
さ
ん
歓
声
を
上
げ
て
和
気
あ
い
あ
い
と

プ
レ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

 

プ
レ
ー
終
了
後
、
表
彰
式
が
行
わ
れ
上
位
三
名

の
方
に
表
彰
状
と
賞
品
が
手
渡
さ
れ
、
又 

ホ
ー
ル

イ
ン
ワ
ン
賞
・
飛
び
賞
に
も
賞
品
が
渡
さ
れ
ま
し

た
。 

 

         

 

    

 

 

磯
部
温
泉
一
泊
旅
行 

第
一
回
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会 ３位 

伊藤洋子さん 

優勝 竹内逸子さん 

準優勝  

西村征子さん 
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朝
か
ら
蒸
し
暑
い
日
で
し
た
が
、
６
月
３
日
海

蔵
小
学
校
一
年
生
と
の
交
流
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

入
学
し
て
間
も
な
い
一
年
生
が
元
気
な
声
で
挨

拶
し
て
く
れ
ま
し
た
。
五
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
昔
の
遊
び
を
指
導
し
、
輪
投
げ
・
お
手
玉
・

折
り
紙
・
玉
入
れ
・
玉
投
げ
等
楽
し
み
ま
し
た
。 

積
極
的
に
「
教
え
て
下
さ
い
」「
一
緒
に
し
て
下
さ

い
」
と
一
生
懸
命
に
話
を
聞
い
て
、
元
気
に
遊
ん

で
い
る
子
供
達
の
姿
を
見
て
い
る
だ
け
で
笑
顔
に

な
れ
た
ひ
と
時
で
し
た
。
日
頃
の
運
動
不
足
が
解

消
出
来
て
、
私
達 

会
員
の
皆
さ
ん
も
少
し
若
返
っ

た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
先
生
と
子
供
達
と

の
つ
な
が
り
を
身
近
に
感
じ
、
熱
心
に
御
指
導
さ

れ
て
い
る
先
生
方
に
は
頭
が
下
が
る
思
い
で
し
た
。 

 

最
後
に
大
き
な
声
で
「
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
」
と
言
っ
て
見
送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。 

最
近
よ
く
報
道
さ
れ
て
い
る
通
学
時
の
交
通
事

故
に
は
充
分
気
を
つ
け
て
下
さ
い
、
こ
の
子
達
が 

 

健
康
で
明
る
く
成
長
さ
れ
る
事
を
お
祈
り
致
し
ま

す
。 

        

                  
7
月
1
日
か
ら
４
日
迄
、
四
日
市
市
文
化
会
館

展
示
棟
に
於
い
て
趣
味
の
作
品
展
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 総

数
二
百
二
十
四
点
の
作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し

た
。
皆
さ
ん
と
て
も
素
人
の
作
品
と
は
思
え
な
い

程
の
力
作
ば
か
り
で
、
そ
の
中
か
ら
二
十
点
の
作

品
が
入
賞
さ
れ
、
海
蔵
若
生
会
か
ら
は
若
林
栄
さ

ん
・
松
井
智
代
さ
ん
・
徳
丸
清
子
さ
ん
・
3
名
の

方
が
入
賞
さ
れ
、
そ
の
中
で
も
徳
丸
清
子
さ
ん
は

長
寿
部
門
で
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
入
賞
さ
れ
た
方

に
は
作
品
に
対
す
る
思
い
な
ど
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
受
け
ら
れ
、「
日
常
生
活
の
中
で
フ
ッ
と
思
い
浮

か
ん
だ
事
を
作
品
に
し
た
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し

た
。 

作
品
に
つ
い
て
色
々
と
他
地
区
の
方
々
と
情
報

交
換
が
で
き
、
と
て
も
良
い
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。 

                

編
集
後
記 

  

総
会
の
あ
い
さ
つ
や
巻
頭
言
で
会
長
の
言
葉
に

あ
り
ま
す
よ
う
に
会
員
の
増
強
に
努
力
し
て
い
ま

す
。
自
治
会
長
会
に
も
協
力
依
頼
を
し
て
頂
い
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
お
近
く
の
方
や
地
区
内
の
お
知

り
合
い
方
に
是
非
、
若
生
会
会
員
へ
の
お
誘
い
を

お
願
い
致
し
ま
す
。
色
々
な
行
事
に
参
加
し
て
楽

し
い
若
生
会
に
し
て
行
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

編
集
委
員 

 

豊
田
好
弘
・
吉
原
孝
夫 

 

佐
久
間
照
子
・
岡
本
ひ
さ
子
・
堀
内
き
ぬ
子 

 

海
蔵
小
学
校
一
年
生
と
交
流
会 

 
 
 
 

昔
遊
び 

高
齢
者
趣
味
の
作
品
展 


